



クロ ・ ナノ融合環境での表面機能の発現 ・ 創生 と 体系化に関する研究
ー ダイヤモンドアレイ工具の微細加工への応用 ー





での新しい光学的， 機械的， 化学的機能の創生とその応用 化を目指 す．
本プロジェクトの開発 課題のひとつとして 単結晶シリコンの異方性エッチングとCVDダイヤ
モンド成膜法を併用し， 任意の形状と配列を有する精密加工用 ダイヤモンド工具（以下， ダイヤモ
ンドアレイ工具とよぶ）の開発 を行っている． これまでに， この技術を応用した加工用 AFMカン
チレバー
およびマイクロミリング工具を提案・作製し， これらの工具を用 いて加工実験を行い， 精
密加工用 工具としての有用 性について示したまた， これらの工具を用いたナノ切削をリアルタイ
ムで観察するシステムと， 加工と計測を同一機上で実現するナノ加工・計測システムを開発した
さらに， 加工時間の短縮や加工範囲の拡大のため， 複数の切れ刃を具備した加工用 AFMカンチレ
バーの開発 を行うとともに， 集束イオンビームにより加工用 AFMカンチレバーおよびマイクロミ
リング工具の切れ刃形状を種々変化させ加工実験を行い， より精細な微細加工を実現する工具の試
作を行った． 昨年度は， 表面にテクスチャを設けて被削’性向上を 図 った切削工具と，AFM加工に














図1 は， フェムト秒レーザ加工により， ピッ
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図 2 (a） は， 雰囲気ガスを変化させた時 の切
削抵抗である． 切削抵抗は テクスチャを設け L 
た工具はテクスチャ未導入の工具と比較して
N2, 02および、大気中では低減しているが， Ar










































レバーの幅は， llOµm, 90 µm, 70 µm で長さ












































ことが分かった． 一方， 加工能率の向上を 図 る目的として， たわみ岡lj性の異なるレバーを3数本有
する加工用 マノレチカンチレバーを作製し引き切り加工および、重畳加工実験を行ったところ， 個々の







出願日：平成15 年3月11 日， 出願番号：特願2003 -65 65 6 ， 特開2004-2 6823 6
2) 特許出願／発明の名称：微細加工装置
出願日：平成15 年3月1 7 日 出願番号：特願2003・ 72051 特開2004-2 7 61 7 7
3) 特許出願／発明の名称：加工用カンチレバー
出願日：平成20年 9月3 日， 出願番号：特願2008 ・22 62 72
6 プロジェクト成果の応用・効果・構想
本プロジェクトで得た成 果を， 信頼性の高い極微細加工が安定 して実現できるようなテクスチャ
を有する切削工具や加工用カンチレバーを開発するO また， 本カンチレバー工具の鞘教を活かし，
曲面を広範囲で加工可能なSPMヘッドを今後開発し， 本プロジェクト終了後2 年以内に実用型，
汎 用型「極微細加工システム」として安定性， 信頼性， 操作性を高めた後， 製品化に移る。 また4
年程度後にはさらに多種機能を拡充， 新市場を開拓 してし、く計画である。
起業予定 年月 ：プロジェクト終了後， 3年以内の事業化を目指 す。
7 利用施設
走査型プローブ顕微鏡を， 加工用カンチレバーの評価試 験（加工用カンチレバーによる加工実験
および測定 用カンチレバーによる加工痕測定 ）のため， 週1回8 時間程度利 用している．
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